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（序話）この本を手に取られたあなたに 

～あなたはどのような「問い」を抱かれてこの本を手に取られたのだろうか・・・ 
   「死」を直視すべき時を迎えているあなたへ～実は筆者も 39年前に医師から宣告を受け「死」を 

   直視せざるを得なかった時代があり「死後の世界」を語る本を読み「死」への覚悟を定めようと㊦ 

   もしあなたが「死」というものを真剣に考えなければならない立場にあるなら・・・本書から「覚悟」と 

   「勇気」を、得ていただけるだろう。更に筆者は本書を次のような方々に向けて書いた「科学」にも 

   「宗教」にも疑問を抱かれている方々。最先端量子科学の「仮説」に興味を持たれている方々。 

   人生で「不思議な体験」が起こる理由を知りたい方々。肉親の「死」について切実な思いを抱かれ 

ている方。「死」について思索を深めたい方・・・筆者はあくまでも「科学的・合理的思考」によって 

なぜ我々の人生において「不思議な出来事」が起こるのか？なぜ世の中には「死後の世界」を 

想起させる現象が存在するのか？もし「死後の世界」というものがあるなら、それはどういうものか 

解き明かしたいと考え長年の思考と探求の結果辿り着いたのは最先端量子科学が提示するこの 

「ゼロ・ポイント・フィールド仮説」で死後我々の意識は・・・ 

第 1話 あなたは「死後の世界」を信じるか～人類にとって最大の謎…死とは何か？ 

① 宗教的な視点 ②科学的な視点 ③医学的な視点 いずれも残す更なる疑問・・・ 

第 2話 現代の化学は「3つの限界」に直面している 

   その 1は「意識」というものの本質を明快に未だ説明できないこと 

   その 2は「物質消滅」という限界、現代科学には説明できない不思議が数多くある 

   その 3は今も「意識の謎」を解明できない現代の科学 

   最も注目されているそもそも「物質」そのものが極めて原初的な次元で「意識を持っているのでは 

ないか」という仮説 

第 3話 誰もが日常的に体験している「不思議な出来事」 

   「直感」の体験、「以心伝心」の体験、「予感」の体験、「予知」の体験、「占い的中」の体験 

   「シンクロニシティ」の体験、「コンステレーション」の体験⇒何かのメッセージを伝えているように 

感じ、それに従うと良い結果になった！ 

第 4話 筆者の人生で与えられた「不思議な体験」 

  ＊極限の状態で試験問題が分かった「不思議な直観」＝大学入試の二次試験で早朝から腹痛が 

   激しく医師からは直ぐ入院を勧められたが大量の鎮痛剤を貰い激痛に耐えながら受験・・・ 

昼休み時間に午後の科目「世界史」の参考書を手に取り 200項目の内 1つだけでも、と読んで 

頭に入れたところ、なんとその 1項目が見事試験問題だった！ 

  ＊1985年に米国でワシントン州の R市を訪れ、或る住宅街の風景を何気なく写真に収めた・・・ 

それから 2年後に米国政府から招待されて R市にある家に住む事になった、1年半の勤務を 

終えて荷造りをしていた時にふと写真箱を見ると 3年半前に写した住宅の正面はなんと今住んで 

いる家だった、単なる偶然か・予知だったのか！ 

  ＊半年後の転職と勤務ビルが分かっていた「予知」～1989年都内のタクシーに乗っていてふと目に 

   入ったビルの名前を運転手さんに聞いたら“紀尾井町ビル”ですよと、その年の 12月に私はある 

   シンクタンクの創設に参画する事を誘われ、転職先の人に本社の場所を聞くと「紀尾井町ビル」！ 



   他にも高速道路での大事故を無意識に避けられた「予感」等劇的に不思議な体験が数えきれず 

  ＊では何故我々は従来の科学では説明できないそうした不思議な現象を体験するのか、そして 

それを本当に科学では説明できないのか？筆者は長年その疑問を抱いて歩んで答えを模索して 

20年余り前に 1つの「科学的仮説」に辿り着いた。 

第 5話 なぜ人生で「不思議な出来事」が起こるのか最先端量子科学が示す「ゼロ・ポイント・フィールド 

仮説」とは、この宇宙に普遍的に存在する「量子真空」の中に「ゼロ・ポイント・フィールド」と呼ばれる 

場があり、この場に、この宇宙の全ての出来事の全ての情報が「記録」されているという仮説である。 

壮大な宇宙・森羅万象の宇宙に 138億年かけて、大爆発を起こし現在の宇宙が誕生した・・・その 

片隅に太陽と言う惑星が生まれ、その中の一つの地球に様々な生命が生まれ人類が生まれた。 

この宇宙の全ての情報を記録する「ゼロ・ポイント・フィールド」の中に「波動情報として記録されて 

いるという仮説」、量子物理学的に見るならこの世界に「物質は存在しない」全ては「波動」であり 

エネルギーだ、これは「科学的事実」である、しかも記録された情報は永遠に残り続けるのだ！ 

「現在の波動情報」からわかる「未来の波動情報」～我々の人生において「予感」や「予知」や 

「占い的中」と言った「不思議な出来事」が起こる理由でもある、実際世の中での事例として米国の 

リンカーン大統領が暗殺される 2週間前に自分が暗殺される夢を見たことはよく知られている！ 

一方で自分の乗った船が沈む夢を見て乗船を取りやめたらその船は沈み自分は助かったという 

事例も存在する。 

アインシュタインの「相対性理論」では過去・現在・未来は同時に存在しているものとされている。 

第 6話 なぜ我々の意識は「ゼロ・ポイント・フィールド」と繋がるのか 

   ノーベル賞学者ペンローズの「量子脳理論」が解き明かす「意識の謎」それは我々の脳や身体は 

この「ゼロ・ポイント・フィールド」と繋がることが出来るから。 

  ～「意識の 5つの階層」と「死後の意識の変容」第 1の「表面意識」の世界は日常生活レベルで 

   ゼロ・ポイント・フィールドには繋がりにくい、第２の「静寂意識」の世界は祈りや瞑想で「賢我」が 

   現れる世界で不思議な「直観」が下りてくるようになる、第 3の「無意識の世界」は「無我」の世界 

   で不思議な出来事が起きるようになる、第 4の「超個的無意識」の世界が「超我」の世界で「以 

   心伝心」不思議な現象が起きるようになる、第５の「超時空的無意識」の世界が「真我」の世界で 

   「予感」「予知」「占い的中」で不思議な「現象」が起きるようになる。 

第 7話 フィールド仮説が説明する「意識の不思議な現象」 

  ～無意識の世界で何かを「想う」事は、その想念に関連した情報を探す事や集める事であり「情報   

   の引き寄せ」が圧倒的な速さで起きる。 

  ～なぜ天才はアイディアが「降りてくる」と感じるのか、それは彼等の脳が「ゼロ・ポイント・フィールド」 

   と繋がることによって与えられるものと考えられる。 

  ～筆者は過去 25年間で 100冊余り幅広いテーマで執筆できたのは何かに導かれるように様々な 

   アイディアや発想が下りてきて自分に必要な情報が集まり 1冊の本が生まれてくるのである。 

   筆者の体験を踏まえて拙書「直感を磨く」を発刊した。 

  ～なぜ人生には「運気」が存在するのか「良い運気」を引き寄せる為に大切な事は心の中に「ポジ 

ティブな想念」を持つ事である、つまり希望や安心、喜びや感謝などを持つことが大切だ！ 

「死後の世界」や「前世の記憶」「輪廻転生」は全くの迷信なのか？「臨死体験」「幽体離脱」「故 

人との再会」「霊媒」「死者との交信」「背後霊」「生まれ変わり」のような現象についても科学的、 

合理的な説明が可能となる。「神」や「仏」や「天」とは宇宙の歴史始まって以来の全ての出来事 

が記録されている「ゼロ・ポイント・フィールド」に他ならない！「科学」と「宗教」の間でも仏教の 

「般若心経」では「色即是空、空即是色」と語られ世界は色、全て真空（空）から生まれてきたと 



述べている、又キリスト教も「旧約聖書」の創成期の冒頭で「神は光あれ」と言われたと書かれて 

いて、神がこの世界をつくった時、最初に光（光子）が生まれたと書かれている、仏教やインド哲 

学も又「この宇宙の全ての情報が記録されている場がある」と述べている。 

第 8話 フィールド伝説によれば「死後」に何が起こるのか・・・ 

  ～21世紀、最先端科学が解き明かす「死後の世界」なぜ子供達は「前世の記憶」を語るのか・・・ 

   「転生、生まれ変わり」の現象事例は世界中に無数にある、これらの子供達は何らかの理由で、 

   その意識がゼロ・ポイント・フィールドに繋がり、ある過去の人物の情報を語っているのであろう。 

   「霊媒」「死者との交信」「背後霊」と言った神秘現象も同様であろう。筆者は「肉体は死滅して 

   も「我々の意識の情報」はゼロ・ポイント・フィールドに「永遠の記録」として残り続け・更に変化し 

続けて「生き続ける」のではないだろうか＝現実世界と全く同じ世界が（深層世界）存在してい 

る・という事を意味している「現実世界の自己が死んだ後も深層世界の“自己”は生き続ける」 

ゼロ・ポイント・フィールドは「情報貯蔵庫」ではない「宇宙意識」と呼ぶべきもの「無意識の声」 

や「力」を借りる事は「大きく賢明な無意識」と繋がること。 

第 9話 ゼロ・ポイント・フィールド内での我々の「自我（エゴ）は消えていく」それは死後の我々の 

自我（私）が消えて「恐怖」や「不安」から解放されて自然となくなるからである。 

「人を殺めた後、その亡霊に殺された」といった伝承とは、その人間の自責の念が精神錯乱 

を招き、自らの死を招き寄せたのであろう。 

第 10話 ゼロ・ポイント・フィールドに移行した「我々の意識」はどうなるのか？ 

  ～死後に我々は「肉親」と再会できるのか？ある意味で我々は「再会」出来る、しかしそれは 

   ゼロ・ポイント・フィールド内での再会でありエゴから解放された愛・天となった宇宙意識と１つ 

   になっている肉親の意識である。筆者はときに遺族の方に日々の習慣として他界した肉親を 

   心に抱きながら「導きたまえ」「守りたまえ」と祈ることを勧めている、何故なら祈りとはゼロ・ポイ 

ント・フィールドに繋がる最良の方法であるから！ 

第 11話 死後「我々の意識」はどこまでも拡大していく、いずれ人類全体の意識「人類意識」と呼 

ばれるものへと拡大していく、更に「地球意識」と呼ぶべきものへと広がっていく。なぜ「地球」 

にも「意識」が芽生えてくるのか・・・「地球」のような巨大なシステムにおいても、その内部では 

水や空気や土壌・海洋や大気や大地・微生物や植物や動物・生命や生物種や生態系が      

複雑に絡み合い、複雑化していくとそのシステム全体に「生命」としての性質が現れ自然に 

「意識」と呼ぶべきものが芽生えてくる。 

  ～最後に「宇宙全体」へと広がっていく「死後の意識」～いまだ「幼年期」の段階にある「宇宙意 

識」 筆者は、この宇宙は「目的のない旅」を続けている存在であると考えている。そのことは 

「この宇宙は自己組織化を遂げ続けている」という事、分かり易く言えば「外から誰かが意図的 

に働きかけることなくとも、あるシステムが自然に“秩序”や“”構造”を生み出す性質」そして   

実は自然界の全ての現象や出来事は、このプロセスで起っている。 

この宇宙の歩みは文字通り「創造的プロセス」である事に他ならない。 

 ～「宇宙意識」から生まれてきた我々の「個別意識」＝「宇宙意識」は地球上の約 80億人の人々 

が生き、その人生の全ての出来事、全ての意識を「記憶」している、そしてこの宇宙意識はそれ 

らの無数の出来事や意識から無数の事を知りながら今も成長を続けているのである。 

 ～「138億年の旅路そして大いなる帰還」～我々の意識はこの宇宙が 138億年旅路の果てに「地 

球」と言う惑星の上に生み出したもの他ならない、そして我々の意識、この現実世界を生きて 

いる間は肉体と自我に拘束されながら様々な体験を与えられ感じ学び一つの人生を歩んだ、 

しかし、いつかこの人生は終わり、肉体が死を迎え我々の意識の中心は「ゼロ・ポイント・フィー 



ルド」に移り、いずれ“自我意識”を脱し最後に「宇宙意識」へと拡大、合一していく 

「ゼロ・ポイント・フィールド」はこの宇宙で起こる、全ての出来事の全ての情報を「記憶」し始め 

「宇宙意識」と呼ぶべきものも「より高度な意識」を反映しながら変化し成長し「より高度な宇宙意識」 

へ進化してきた、最後は「宇宙意識」へと拡大し合一して「宇宙意識」へと戻っていく事に他ならない 

「大いなる帰還」と呼ぶべきもの。 

第 12話 あなたが「夢」から覚めるとき～「この宇宙とは何か」「自分とは何か」「私」とは宇宙意識の 

見る「夢」「私とはこの壮大で深淵なる宇宙の背後にある、この宇宙意識そのものに他ならない」 

ことに気が付いたなら「死」は存在しない、個的意識としての私はこの”宇宙意識”が 138億年の 

   悠久の旅路の中で見ている「一瞬の夢」に他ならないから、そしてその「一瞬の夢」から覚めるとき 

   「私」は自分自身が「宇宙意識」に他ならない事を知る「あなたが死ぬ時、もう一人のあなたが目覚 

める、しかし忘れてならない「自分という存在が実は“宇宙意識”であると気づいた時、その“夢”の 

物語を変えていくことが出来る、世界はあなたであり・あなたは世界である。 

この「一瞬の夢」を素晴らしい夢に！ 

我々人類が真に挑戦すべき課題は地球の外にあるのではなく「我々の内にある、我々の心の奥底 

深くにある“意識の謎”を解き明かす事。 

何故人類数千年の歴史の中で無数の人々が“不思議な体験”をしてきたのか！ 

それはいかなる理由で起きるのか！ 

それは何を意味しているのか！ 

それは我々の生きるこの宇宙の“最も深い謎”に結びついているのではないか！ 

科学はそうした問いに答える為の挑戦こそ最大の力を注ぐべきで、その挑戦に成功した時に 

人類の“本史”の時代の幕が開ける！ 

 

                                                          （ 完 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


